■科目名
基礎看護技術（看護過程）

■目的
看護過程の基本的な枠組みと考え方を理解し、看護師としての判断力・思考力の基盤を築く。アセスメントから看護計画、実施、評価までの一連のプロセスを理解し、根拠に基づいた看護実践の基礎を養う。

■目標
1. 看護過程の意義と構成要素を説明できる。
2. 対象の健康状態を的確にアセスメントするための情報収集ができる。
3. 問題の明確化と看護診断の考え方を理解し、活用できる。
4. 優先順位を踏まえた看護計画の立案ができる。
5. 看護過程に基づいた記録が適切に行える。

■授業内容（全10回・各90分）
第1回：看護過程とは何か
· 看護の本質と看護過程の関係
· 看護過程の定義と目的
· 医学モデルとの違い
· 看護過程の6つのステップの概略（アセスメント・診断・計画・実施・評価・記録）

第2回：看護過程の構成要素
· 看護過程の構成とその相互関係
· 判断力・批判的思考・倫理的配慮の重要性
· 看護師に求められる思考過程と専門性

第3回：アセスメントの基本と情報収集
· アセスメントとは何か
· 主観的情報と客観的情報の違い
· 情報収集の視点と方法
· 面接・観察・身体診察の技法

第4回：ゴードンの機能的健康パターン
· ゴードンの11の健康パターンの概要
· 情報整理の枠組みとしての活用
· 実際の事例に当てはめた情報収集の練習

第5回：関連図と問題の明確化
· 関連図とは何か
· 情報の因果関係を可視化する
· 問題の本質をとらえるための思考整理
· 実例を用いた関連図の作成演習

第6回：看護診断の種類と記述方法
· NANDA-Iの看護診断分類
· 実在的診断・リスク診断・健康増進診断の違い
· PES方式による看護診断の記述方法
· 看護診断の根拠と臨床判断

第7回：看護上の問題の優先順位
· 問題の重症度・緊急性・対象者の希望を踏まえた優先順位の考え方
· マズローの欲求段階との関連
· 優先順位の誤りが与える影響
· ケーススタディで優先順位を考える

第8回：看護計画の立案（目標・計画）
· 長期目標と短期目標の設定
· SMARTの原則による目標設定
· 看護介入の根拠と具体性
· 介入計画の内容とタイミング

第9回：実施と評価
· 計画に基づく看護実践の展開
· 実施における注意点と継続性の確保
· 評価の種類（過程・結果）と評価方法
· 評価から次の看護過程へどうつなげるか

第10回：看護記録と看護過程
· 看護記録の目的と法的意義
· SOAP形式の記録と経時的記録の使い分け
· 看護過程に沿った記録の実例
· 看護記録における倫理とプライバシー配慮

